
(様式1)

令和　　年　月　日
公益社団法人日本馬事協会補助事業応募書
	受付番号

	


(記入しないでください)

１．応募事業名等
	応募事業名

	


２．応募団体名
	応募団体名
	

	住　　所
	〒

	代　表　者
	役　職　名
(フリガナ)

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


３．事業窓口担当者連絡先
	連絡先
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)

担当者名
所属部署
職　　名
郵便番号
住　　所
電話番号
ファクシミリ番号
メールアドレス
	


(注)　連絡先の住所が上記応募団体の住所と同一の場合は、「同上」としてください。
４．応募団体の設置目的と応募事業との適合性について
	【定款等に規定された内容等に基づき、簡潔に記入してください。】



５．応募団体の補助事業等の取組実績について
	【当該事業に関連する事業(事業名と事業概要)について過去３箇年分(３・４・５年度)の実績を含めて簡潔に記入してください。】



(様式2)

事　業　実　施　体　制

	応募事業名

	


1　応募団体の組織体制
(1)　事業執行体制
	区　分
	所　属
	氏　名
	備　考

	事業責任者
	
	
	

	担当者
	
	
	


(注)　事業責任者又は担当者が複数の場合、業務所掌を備考欄に明記してください。
	決裁経路



(注1)　決裁経路を常勤・非常勤役員を含めて模式図等により簡潔に記入してください。
(注2)　業務執行規程や決裁権限規程などの事業執行体制を定めた規程について、応募団体の活動がわかる資料として別途添付する場合、その旨を記してください。
(2)　経理執行体制
	区　分
	所　属
	氏　名
	備　考

	経理責任者
	
	
	

	担当者
	
	
	


(注)　経理責任者又は担当者が複数の場合、業務所掌を備考欄に明記してください。
	決裁経路



(注1)　決裁経路を常勤・非常勤役員を含めて模式図等により簡潔に記入してください。
(注2)　業務執行規程や決裁権限規程などの事業執行体制を定めた規程について、応募団体の活動がわかる資料として別途添付する場合、その旨を記してください。
2　応募事業を間接補助事業として行う場合の事業執行体制
応募事業を間接補助事業として行う場合、間接補助事業者との補助金交付等の手続きについて、模式図等により簡潔に記入してください。
(注)　応募事業を直接補助事業として行う場合は、「該当なし」と記入してください。
補助金交付等の手続き　
	


3　応募事業の一部を共同研究にて行う場合
　　＊様式５（共同研究内容書）に記載すること。

　　＊共同研究はその結果を踏まえた研修会等と一体的に実施することが要件となっていることに十分に留意すること。
(様式3)

事　業　計　画　書

	応募事業名
	


	１．事業目的及び内容
※事業内容が複数回に亘る場合にあっては、別紙を用いること



	２．事業に係る経費
※事業が複数回に亘る場合にあっては、別紙を用いること



(様式4)

応募団体における応募事業に関する取組等

	応募事業名

	


	1　応募事業の遂行について
【応募事業の目的等を踏まえ、どのように遂行するか簡潔に記入してください。】
2　応募事業により交付される補助金の適正な執行について
【交付される補助金に係る応募団体の収支決算の処理について簡潔に記入してください。】
3　都道府県の区域内を事業区域とする団体における、当該都道府県との関係について
【応募事業に係る連絡調整体制を含めて簡潔に記入してください。】



（様式５）
（３）調査研究事業共同研究内容書
１．共同研究の理由
　（記入例）○○の向上を図るためには、○○の取り組みが必要であるが、○○はその取り組みを行っている唯一の団体であることから、

○○について、○○団体と共同研究を実施することとしたい。
２．共同研究先
　（１）名称、代表者氏名
　（２）所在地
　（３）担当部局、担当者名
	項　　目
	共同研究事業の内容
	共同研究費
	備　　考

	
	
	○○○○○円


	事業費の内訳を記入すること。

　

	計
	
	
	（うち補助金○○円）


（記入注意）
　１．共同研究の理由については、共同研究先を選定した根拠等を明確に記入すること。
　２．「共同研究事業の内容」は、具体的な事業内容が分かるように記入すること。
３．「共同研究費」は、「様式３－２」の補助事業の内容及び所要経費と整合性をとること。
PAGE  

